
                                                                     

 

春の訪れは梅の花から。仁徳天皇を王神と仰ぐ「高津宮」が集合場所です。平安期 866 年に命により難波

高津宮の遺跡が探索され、社地を定めたのが始まりです。古典落語の「高津の富」の舞台です。宮司のお話

と参道の「高津梅林」をお楽しみ下さい。谷町筋を北上し、大阪城梅林に向かいます。この梅林は大阪府立

北野高校の卒業生が開校 100 周年事業として 22 品種 8８0 本を寄贈し昭和 49 年 3 月に開園しました。今で

は 100 品種 1270 本を越える梅が観られます。最後は天満の天神さん「天満宮」です。ご祭神の菅原道真公

が大宰府へ向かう途中に当時「大将軍社」と呼ばれたこの神社をお参りになり旅の無事をご祈願されました。

天満宮の梅は天神様の御神徳が大いに宿ると信じられ無病息災・疫病邪気払いの信仰が伝わっています。

「東風（こち）吹かば にほひおこせよ梅の花 主なしとて 春な忘れそ」 

 

【日 時】 2025 年 2 月 21 日（金） 午前 10 時 
【集 合】 「高津宮」 ※大阪メトロ谷町線「谷町 9 丁目駅」改札を出て 

2 番出口から地上に出て下さい。高津宮までは 2 班が誘導します。 

【行 程】高津宮(宮司のお話)⇒大阪城梅林（昼食・班⾧会）⇒ 

大阪天満宮（解散 14:30 頃）⇒地下鉄「南森町駅」・ 

JR 東西「大阪天満宮駅」へ 2 班が誘導します。 

【持 ち 物】弁当、飲み物、敷物、防寒着、雨具、ストック 

【参 加 者 報 告】２月 14 日までに 2 班増田班⾧へお知らせ下さい 

【実 施 可 否】降水確率が 50％以上の場合は中止とし、 

前日メールします。 
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